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４
０
０
年
前
か
ら

水
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

織
田
信
長
の
部
将
金
森
長
近
公

は
、
１
５
７
５
年
か
ら
１
５
８
６

年
ま
で
の
約
11
年
間
、
大
野
を
治

め
ま
し
た
。
大
野
城
築
城
と
並
行

し
て
の
城
下
町
造
り
に
あ
た
り
、

長
近
公
は
大
野
特
有
の
湧
き
水

に
着
目
し
ま
す
。

　

長
近
公
は
、
上
庄
地
区
の
木
本

扇
状
地
を
主
な
水
源
と
す
る
本

願
清
水
の
水
を
城
下
に
引
き
、
南

北
方
向
の
本
町
通
り
か
ら
五
番

通
り
ま
で
の
中
央
に
水
路
を
設

け
て
、
生
活
や
防
火
、
消
雪
の
用

水
と
し
ま
し
た
。
各
屋
敷
の
背
中

合
わ
せ
の
境
に
は
、
生
活
排
水
用

の「
背せ

わ
り割
水
路
」を
整
備
。
水
が

湧
き
出
す
湧
水
地
は「
清し

ょ
う
ず水
」と

呼
ば
れ
、
大
切
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
約
４
０
０
年
前
か
ら
住
民
た

ち
は
、
地
下
水
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
生
活
し
て
き
た
の
で
す
。

　

当
時
の
町
割
り
は
現
在
も
色

濃
く
残
り
、
御
清
水
に
代
表
さ
れ

る
湧
水
地
と
共
に
、
観
光
の
名
所

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
地
下
水
の
恩
恵

　

市
街
地
で
は
、
多
く
の
家
庭
が

自
家
用
ポ
ン
プ
用
の
井
戸
で
地
下

水
を
く
み
上
げ
て
生
活
用
水
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
約
８
，
５
０
０

本
あ
る
井
戸
は
、
各
戸
で
少
な
く

と
も
１
本
の
井
戸
が
あ
る
数
字

で
、
４
０
０
年
の
時
を
経
た
現
在

も
地
下
水
は
身
近
で
大
切
な
宝
な

の
で
す
。
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水と共に暮らす　

大野の宝を後世へ

越前おおの湧水文化

再生計画（仮称）

素案の公開と意見募集

新庁舎の設計共同体を

特定

保健・医療・福祉拠

点施設リポート

相馬市へ支援米６㌧

贈る

市総合防災訓練を実施／

がん検診無料クーポ

ン券の利用を

地デジ化の臨時相談

Vioで26日まで

第44回おおの城まつり／

平成24年４月採用職員

募集

市の財政状況／ふるさ

と納税のご案内　など

打ち水はいかが

　全国的に節電が呼び掛けら
れている今夏、エアコンに頼
らない避暑対策が求められて
います。本市の宝である「水」
を有効に使って、打ち水はい
かがでしょうか。
　７月12日、奥越明成高の１
年生３人に打ち水を体験して
もらいました。「自然を生かし
た行いで、日本人らしさを感
じた」とのコメント。今年の夏
は打ち水で、風流を楽しみま
せんか。　
（７月12日　寺町通り）

水
と
共
に
暮
ら
す

大
野
の
宝
を
後
世
へ

　

水
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性

に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
政
府
は
昭
和
52

年
、
８
月
１
日
を「
水
の
日
」と
し
ま
し
た
。
１
日
か
ら

の
１
週
間
は「
水
の
週
間
」
と
し
て
、
水
に
つ
い
て
の

催
し
が
全
国
で
開
か
れ
ま
す
。
水
は「
名
水
の
ま
ち
越
前

お
お
の
」の
シ
ン
ボ
ル
。
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
、
水
と

の
共
生
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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８
７
２
・
３
０
平
方
㌔
㍍
の
広

大
な
面
積
を
有
す
る
本
市
は
、
市

域
の
約
87
㌫
を
森
林
が
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
平
野
部
は
、
盆

地
形
で
ほ
ぼ
五
角
形
の
形
を
し
て

い
て
、
面
積
は
約
90
平
方
㌔
㍍
あ

り
ま
す
。
盆
地
内
を
４
本
の
一
級

河
川
が
、
南
か
ら
北
へ
流
れ
て
い

て
、
勝
山
市
と
の
市
境
付
近
で
１

本
に
合
流
。
豊
か
な
森
林
が
豊
か

な
水
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
降
雨
や
河
川
水
な
ど
地
表
の
水

が
、
地
下
の
帯
水
層
に
浸
透
し
て

地
下
水
に
な
る「
か
ん
養
」は
湧
水

の
源
。
真
名
川
で
は
富
田
大
橋
付

近
よ
り
上
流
、
清
滝
川
で
は
中
津

川
付
近
よ
り
上
流
で
河
川
か
ら
の

か
ん
養
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
田
も
大
切
な
か
ん
養
源
で

す
。
真
名
川
や
清
滝
川
の
河
川
水

は
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
て
、
特
に
真
名
川
の
水
は
、

か
ん
養
地
で
あ
る
木
の
本
原
の
ほ

か
、
盆
地
南
方
の
水
田
で
利
用
。

水
が
水
田
の
地
下
か
ら
浸
透
し
、

市
街
地
の
地
下
水
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
の
地
形
は
、
山
地
と

段だ
ん
き
ゅ
う丘
、
低
地
に
大
別
さ
れ
、
段
丘

と
低
地
に
は
４
本
の
一
級
河
川
が

運
び
出
し
た
砂
礫れ

き

層
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
真
名
川
以
西
か
ら
赤
根

川
以
東
ま
で
に
分
布
す
る
砂
礫
層

は
、
層
が
厚
く
浸
透
性
が
良
い
た

め
、
良
質
な
帯
水
層
を
形
成
。
自

然
が
生
み
出
し
た
貯
水
槽
に
よ

り
、
各
家
庭
に
地
下
水
が
供
給
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
帯
水
層

は
大
野
盆
地
の
み
で
連
続
し
て
い

て
、
市
域
外
の
地
下
水
と
は
交
流

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
九
頭
竜
川
沿
い
は
下
流
部
を
除

い
て
、
火
山
砂
礫
な
ど
の
難
透
水

層
が
分
布
す
る
た
め
、
九
頭
竜
川

か
ら
市
街
地
部
へ
の
か
ん
養
は
無

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

P E 荒島岳

宝慶寺断層

降雨 蒸発散

真名川 清滝川
赤根川

水田

木本
扇状地

R

大野市街地

地下
水の

流れ

r r1

d1

d2

2

Q1
Q2

凡  例

第一帯水層

粘性土層

第二帯水層

水文地質基盤

降雨

蒸発散

降水からのかん養

水田からのかん養

河川からのかん養

P：

E：

R：

r1

r2：：

浅井戸からのくみ上げ量

深井戸からのくみ上げ量

地表への地下水流出（湧水）

河川への地下水流出

Q1:

Q2:

d1:

d2:

地盤軟弱土穣

　大野の水環境ネットワークの呼び掛けで６月
５日、市内河川の水質調査が行われました。「第
８回身近な川の全国一斉水質調査」の一環とし
て、24人で実施。市民や大野高校サイエンス
スクール部員なども参加して、３コースに分か
れて５河川で調査しました。

　地下水が量・質ともに保全されることを願い、
10年以上前から水質調査を実施してきました。
河川と地下水は密接に結び付いていて、河川水
がきれいであれば、地下水もきれいな水になり
ます。今回の調査で水質はおおむね良好でした
が、一部水質の悪い場所がありました。ごみや
ペットボトル、刈り取った草が目に付きました。
生活排水などに気を付けて、市民みんなで河川
をもっときれいにできると良いですね。

事務局を務める寺脇敬
ゆき

永
え

さん

西東

北

南

河川を水質調査 湧水の保全願い

荒島岳

九頭竜川 真名川

富田大橋

自
然
の
恵
み

強
く
結
び
付
く
河
川
水
と
地
下
水

清滝川

福井飛行クラブ運航部　写真提供

赤根川
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昭
和
40
年
代
か
ら

　
　

地
下
水
状
況
が
激
変

雪
解
け
期

水
田

か
ん
が
い
期

梅
雨
・

台
風
期

最近の春日公園観測井の1年間の変動水位

昭和48年ごろの
市内の湧水地

水
田

落
水
期

0

-3

-4

-5

-6

-7

平
均
地
下
水
位
（
単
位
㍍
）

2月 4月 6月 8月 10月 12月

●湧水

以前は50カ所を超える
湧水地がありました

本願清水

中野清水

昭和20年代の土地利用

平成年代に入ってからの土地利用

＝田畑
＝市街地
＝木の本原

＝田畑
＝市街地
＝木の本原

1降水量の変化
・降水量は昭和51年以降、緩やかな減少傾向

⇒　自然かん養量の減少

2土地利用の変化

・耕地面積の減少、転作面積の増大

・市街地の面積が昭和20年代の約２倍に増大。かん養
地域の木の本原2.5平方㌔は、原野から農地へ開墾

⇒　かんがいによるかん養量の減少

⇒　自然かん養量の減少

3地下水揚水量の変化
・生活様式の変化による生活用水の増加。（上水道の
生活用水使用水量を見ると、平成15年以後の使用
水量は、ほぼ横ばい。積雪の多い年は、使用水量
が多くなる）

⇒　地下水揚水量の増加

自然かん養………………45㌫

河川からのかん養………40㌫

かんがいによるかん養…12㌫

その他………………………３㌫

地下水揚水量…………９㌫

河川への流出量……91㌫

地下水を取り巻く変化

　
豊
富
な
量
が
あ
り
、
昔
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
用
途
に
使
用
さ
れ
て
き
た
地
下
水

で
す
が
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
水
位
は

低
下
。
市
街
地
で
は
枯
渇
し
た
湧
水
地

が
多
く
あ
り
ま
す
。
イ
ト
ヨ
も
激
減
し

ま
し
た
。
近
年
、
年
間
を
通
し
て
自
噴

し
て
い
る
の
は「
中
野
清
水
」ほ
か
数
カ

所
で
、「
御
清
水
」や「
本
願
清
水
」は
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
で
、
渇
水
期
を
し
の
い
で

い
ま
す
。

　井
戸
枯
れ
も
発
生

　
水
位
の
低
下
は
、
井
戸
枯
れ
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
昭
和
52
年
１
、２
月
は

約
１
�
０
０
０
件
、
昭
和
59
年
１
、２
月

に
は
７
２
５
件
の
井
戸
枯
れ
が
市
街
地

南
部
で
発
生
。
井
戸
枯
れ
の
主
な
理
由

は
、
消
雪
に
多
く
の
地
下
水
が
使
わ
れ

た
た
め
で
し
た
。

　
井
戸
の
打
ち
直
し
や
揚
水
ポ
ン
プ
の

更
新
、
上
水
道
の
整
備
に
よ
り
発
生
数

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
井
戸
枯
れ
発
生

解
消
の
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

流入量 流出量
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地
下
水
は
地
域
財
産

　
市
で
は
、
持
続
的
な
地
下
水
の

保
全
と
利
用
の
調
和
を
基
本
理
念

と
す
る「
大
野
市
地
下
水
保
全
管

理
計
画
」を
平
成
17
年
12
月
に
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

地
下
水
を
地
域
共
有
の
貴
重
な
資

源
と
位
置
付
け
。
各
種
施
策
の
実

行
と
市
民
の
努
力
に
よ
り
、
昭
和

50
年
代
の
地
下
水
位
ま
で
水
位
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
を
保
全
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　条
例
で
抑
制
地
域
を
指
定

　
大
野
市
地
下
水
保
全
条
例
で

は
、
周
辺
井
戸
へ
の
影
響
が
生
じ

や
す
い
市
街
地
周
辺
地
域
を
抑
制

地
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
内
は
、次
の
こ
と
を
義
務
化
、

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
・
地
域
内
で
揚
水
施
設
を
用
い

　
　
て
、
地
下
水
を
採
取
す
る
者

　
　
に
届
出
を
義
務
化

　
・
ポ
ン
プ
吐
出
口
直
径
５
�
以

　
　
上
の
地
下
水
採
取
者
は
、
毎

　
　
月
使
用
量
報
告
を
義
務
化

　
・
地
下
水
に
よ
る
融
雪
使
用
を

　
　
禁
止

保
全
基
金
に
多
く
の
志

　
地
下
水
の
保
全
に
向
け
て
平

成
12
年
12
月
に
設
置
し
た「
大
野

市
地
下
水
保
全
基
金
」
は
、
平

成
23
年
３
月
末
現
在
残
高
で
、

３
５
４
５
万
４
４
９
９
円
で
す
。

昨
年
度
ま
で
地
下
水
か
ん
養
事
業

や
研
究
調
査
な
ど
に
合
計
17
件
・

５
４
８
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
民
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ

調
査
結
果
は
良
好

　
市
で
は
木
の
本
原
農
家
の
協
力

を
得
て
、
昭
和
53
年
度
か
ら
冬
季

に
水
田
湛た

ん
す
い水（

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
）

を
約
10
�
の
水
田
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
水
田
湛
水
を
行
う

と
、
土
壌
の
養
分
の
流
出
や
ほ
場

の
地
力
が
低
下
し
て
、
コ
メ
の
収

量
が
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
22
年

度
に
か
け
て「
水
田
湛
水
と
コ
メ

の
収
量
・
品
質
の
影
響
」に
つ
い

て
本
格
的
な
調
査
を
実
施
。
調
査

の
結
果
、
ほ
場
の
地
力
や
コ
メ
の

品
質
は
低
下
せ
ず
収
量
も
減
少
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
市

で
は
今
冬
か
ら「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん

ぼ
」面
積
の
拡
大
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

■保全目標水位

観測場所 目標数値
（昭和50年代の水位）

過去５年間
11月の平均水位

御清水 1.2㍍ 1.46㍍

春日公園 5.5㍍ 6.59㍍

菖蒲池 7.0㍍ 7.54㍍

※11月は、１年間で最も水位が低くなる月

湧
水
の
復
活
に
向
け
て

抑制地域図

真
名
川

赤
根
川

清
滝
川

▼寄付金額（平成22年度）　226万8913円

▼寄付者　越前信用金庫（２件）、福井システ

　ムズ株式会社、有限会社南部酒造場、ニチコ

　ン株式会社、野田佳江、大野市名水を活かし

　た水先案内実行委員会（２件）、大野市職員

　共済会（２件）　（順不同・敬称略）

地下水保全基金昨年度の寄付状況

　水田湛水は、市街地地下水のかん養地域である
木の本原で行われます。毎年10月から翌年２月
までの５カ月間、300万円の経費で水田に水を張
り、かん養による地下水位の低下緩和を図ってい
ます。
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生
息
地
が
国
の
天
然
記
念
物

　
本
願
清
水
は
、
淡
水
型（
陸
封

型
）イ
ト
ヨ
生
息
地
の
南
限
と
し

て
昭
和
９
年
５
月
１
日
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
魚
で
も
あ
る
イ
ト
ヨ
は
、

も
と
も
と
北
緯
35
度
以
北
に
分
布

す
る
北
方
系
の
魚
。
日
本
が
分
布

地
の
南
限
に
な
り
、
本
市
と
栃
木

県
那
須
地
方
、
福
島
県
会
津
盆
地

で
の
生
息
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
願
清
水
は
最
南
端
に
位
置
し
て

い
る
た
め
、
国
の
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

イ
ト
ヨ
は
い
ず
れ
の
地
域
で
も

絶
滅
に
ひ
ん
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

お
い
し
い
水
の
条
件
は

イ
ト
ヨ
生
息
の
条
件

　
旧
厚
生
省
の「
お
い
し
い
水
研

究
会
」が
示
し
た
お
い
し
い
水
の

基
準
は
、
水
温
を
は
じ
め
硬
度
や

遊
離
炭
酸
、
臭
気
強
度
、
残
留
塩

素
な
ど
全
７
項
目
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
水
温
は
20
℃
以
下
が
条
件

で
、
冷
え
て
い
る
と
よ
り
お
い
し

く
感
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
６

月
24
日
、
御
清
水
で
お
い
し
い
水

の
項
目
を
市
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
水
温
は
13
・
６
℃
で
、
お
い

し
く
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
下
水
は「
冬
温
か
く
、
夏
は

冷
た
い
」と
昔
か
ら
言
わ
れ
る
理

由
は
、
気
温
に
関
わ
ら
ず
水
温
が

一
定
に
保
た
れ
る
た
め
で
す
。
イ

ト
ヨ
た
ち
が
安
心
し
て
生
息
で

き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
は
、
私
た

ち
が
地
下
水
を
お
い
し
く
、
安
心

し
て
飲
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

イ
ト
ヨ
が
元
気
な
こ
と

　
　
そ
れ
は
名
水
の
証
し

 雪解け水や降雨などの好条件で５月下旬、本願清水の池の水は湧
き水で満ちていました。透明度が高くガラス越しに約５㍍先まで見
える清水の中、イトヨたちは生き生きと泳いでいました。
（本願清水イトヨの里の地下観察コーナー ５月24日）

　イトヨにとって、湧き水は生命の源。イトヨが生

きていくためには、年間を通して20℃以下の湧水域

が必要なんです。水質が良いことも大切な要素です

ね。体にとげを持つ体長約５㌢の彼らは、名水のシ

ンボルとして「ハリシン」という名前で昔から親しま

れてきました。

　以前は市内の各所にたくさんいたイトヨが減少し

た原因は、湧水の絶対量の減少です。現在の生息地は、

本願清水と中野清水ぐらいしかありません。大野の水

を考えるとき、イトヨの生息環境を知ることで、よ

り身近に感じることができるのではないでしょうか。

本願清水イトヨの里

長谷川  幸治 副館長

 平成10年度から３年をかけて建設された本願清水とイト
ヨの保護施設「本願清水イトヨの里」。今年会館10周年を
迎えます
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今
年
、
イ
ト
ヨ
と
本
願
清
水
の

保
護
・
学
習
施
設「
本
願
清
水
イ

ト
ヨ
の
里
」が
開
館
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
水
を
活い

か

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
水
環
境
の
保

全
と
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通

の
課
題
を
有
す
る
自
治
体
が
本
市

に
集
結
。
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

団
体
が
共
に
考
え
て「
湧
水
文
化
」

の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
左
表
内
容
の
ほ
か
、
各
種
団
体

に
よ
る
水
辺
環
境
の
保
全
活
動
、

地
産
地
消
・
観
光
パ
ネ
ル
展
示
、

湧
水
フ
�
ト
ギ
�
ラ
リ
ー
な
ど
の

展
示
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日
日
午
前
９
時
30

　
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

問
　
環
境
衛
生
課
課
環
境
衛
生
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３
）

本願清水イトヨの里開館10周年記念

湧水文化の再生 －ふるさとを知り、ふるさとを創るー 

開会行事
基調講演
　講師：文化庁　江戸謙

かねあき

顕文化財調査官 
水環境についての事例発表①

■午前

■午後

サミットスケジュール

10時30分～10時40分
10時40分～11時20分

11時20分～正午

０時10分～１時

１時　　 ～１時30分
１時30分～２時10分

２時10分～２時30分
２時30分～３時30分

湧くわく水サミット in 越前おおの

首長会議、現地見学会
会場で水についての特産品試食提供Ⅰ
水環境についての事例発表②
特別講演
　講師：後日決定
休憩・水についての特産品試食提供Ⅱ
パネルディスカッション
　予定パネリスト：招待市長、大野市長
　アドバイザー：後日決定の講師
　コーディネーター：本願清水イトヨの里
　森 誠一館長 

　

市
の
地
下
水
位
は
、
い
ろ
い

ろ
な
対
策
に
よ
り
近
年
低
下
傾

向
が
緩
や
か
に
な 

っ
て
い
ま
す

が
、
回
復
傾
向
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
水
位
は
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
下
水
が
地
域

特
有
の
地
質
と
自
然
に
よ
り
編

み
出
さ
れ
た
水
循
環
、
先
人
た

ち
が
造
っ
た
水
循
環
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
貴
重
な
資
源

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
下

水
は
無
限
に
あ
る
も
の
で
な
く
、

地
域
特
有
の
財
産
な
の
で
す
。

　

生
活
に
密
着
し
て
い
て
、
毎

日
使
う
資
源
だ
か
ら
こ
そ
、
地
下

水
を
保
全
す
る
一
番
の
対
策
は
、

日
常
生
活
で
の
心
掛
け
で
す
。

○
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

○
洗
車
の
回
数
を
減
ら
す

○
洗
濯
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を

　

使
用
す
る

○
雨
水
な
ど
を
有
効
活
用
す
る

○
そ
の
他
節
水
に
努
め
る

　

名
水
の
シ
ン
ボ
ル＂
イ
ト
ヨ
＂

と
湧
水
地
は
運
命
共
同
体
。
か

つ
て
市
内
に
多
く
あ
っ
た
湧
水

地
が
復
活
し
た
と
き
、
イ
ト
ヨ

の
生
息
場
所
も
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
湧
水
地
は
、
未
来

の
世
代
が
水
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
生
活
す
る
た
め
に
も
大
切

な
場
所
で
す
。

　

地
下
水
が
１
日
に
移
動
す
る

距
離
は
約
30
㍍
で
、
木
の
本
原

か
ら
は
約
３
カ
月
掛
け
て
市
街

地
へ
水
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
の
節
水
が
時
間

を
掛
け
て
少
し
ず
つ
地
下
水
保

全
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
、
大
野
の
宝
を

次
世
代
へ
・
・
・
。

問　

環
境
衛
生
課
課
環
境
衛
生
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３
︶
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計
画
年
次
　
平
成
23
～
32
年
度
の

　
10
年
間

計
画
内
容
　
第
五
次
大
野
市
総

　
合
計
画
で
基
本
施
策
の
一
つ

　
に
掲
げ
て
い
る「
地
下
水
の
保

　
全
と
湧
水
文
化
の
再
生
」と
、

　
越
前
お
お
の
環
境
基
本
計
画

　
の
重
点
プ
ロ
ジ
�
ク
ト「
豊
か

　
な
湧
水
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
を
具
体
化
す
る
施
策
を
検
討

　
し
て
い
ま
す

主
な
施
策

①
地
下
水
位
の
上
昇
に
向
け
た
具

 
体
的
施
策

　
・
大
野
盆
地
の
真
名
川
以
西
に

　
　
お
け
る
水
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

　
　
改
善

　
・
地
下
水
か
ん
養
に
必
要
な
水

　
　
源
の
確
保

②
地
下
水
保
全
意
識
の
醸
成
に
向

 
け
た
具
体
的
施
策

　
・
節
水
や
地
下
水
保
全
へ
の
啓

　
　
発
と
教
育

　
・
地
下
水
や
湧
水
の
保
全
管
理

　
　
と
調
査
研
究

③
文
化
・
伝
統
の
継
承
と
湧
水
活

 
用
の
推
進

　
・
文
化
と
伝
統
の
継
承

　
・
湧
水
活
用
の
推
進

募
集
期
間
　
８
月
１
日
⺼
～
15
日
⺼

閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
行
政
資

　
料
室
と
３
階
建
設
課
、
和
泉
支

　
所
、
各
公
民
館
、
図
書
館

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人
　
▽
市
内

　
に
住
所
を
有
す
る
人
▽
市
内
に

　
事
業
所
を
有
す
る
人
や
法
人

　
▽
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

　
人
▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る

　
人
▽
市
外
の
人
で
本
市
に
納
税

　
義
務
の
あ
る
人
▽
市
外
の
人
で

　
本
事
案
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

意
見
な
ど
の
提
出
方
法
　
住
所
、

　
氏
名
、
連
絡
先
、
市
外
の
人
で

　
市
内
に
勤
務
す
る
場
合
は
勤
務

　
先
も
記
載
し
、
次
の
い
ず
れ
か

　
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
閲
覧
場
所
へ
の
提
出
、
郵

　
送
か
フ
�
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
の
提
出（
電
話
な
ど
に
よ
る
口

　
頭
は
不
可
）

問
　
建
設
課
建
設
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
２
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
65
・
８
３
７
１

　
〒
９
１
２
│
８
６
６
６
（
住
所

　
は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　
Ｅ
メ
ー
ル
　k

e
n

s
e

tu
@

　

　c
ity.fu

k
u

i-o
n

o
.lg

.jp

越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画（
仮
称
）
素
案
の
公
開

意
見
を
募
集

新庁舎の設計共同体を特定
　市では、新庁舎の建物を設計する設計共同体を、プロポー

ザル方式により特定しました。５月18日から30日まで、地

元の設計業者と市外の設計業者が共同で設計する設計共同体

を対象に公募したところ、２設計共同体から参加表明があり

ました。

　７月14日、２設計共同体から技術提案を受けて、プレゼ

ンテーション（説明）とヒアリング（聞き取り）を実施し、取り

組み意欲やコンセプトを確認しました。

　審査委員会でヒアリングや組織、技術者の技術力と実績、

見積金額などを総合的に評価した結果、山下・西川大野市庁

舎基本計画作成・基本設計・実施設計業務設計共同体が最優秀提案者に特定されました。　

　今後、市と市民、設計共同体の共同作業により計画・設計を進めていきます。

問　庁舎整備課庁舎整備係（☎66・1111内線401）

　
市
で
は
、
国
や
県
な
ど
の
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
、
地
下
水
や
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
湧
水
文
化
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
総
合
的
な
取
り
組
み
を
平
成
20
年
度
か
ら
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
調
査
・
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
で
具
体
的
な
湧
水
対
策

を
立
案
す
る「
越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画（
仮
称
）」を
今
年
度
策
定
し
ま
す
。
計
画
に
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
素
案
を
公
開
し
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
の
概
要
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市
民
が
保
健
や
医
療
、
福
祉
関

係
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
や
相
談
を
す

る
場
合
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
現

在
は
分
散
す
る
い
く
つ
も
の
窓
口

へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
と
し

て
、
各
種
証
明
書
を
市
民
課
で
取

得
す
る
手
間
も
あ
り
ま
す
。

　
拠
点
施
設
に
は
、
上
図
の
総
合

事
務
室
を
設
け
ま
す
。
分
散
し
て

い
る
健
康
増
進
課
と
社
会
福
祉

課
、
児
童
福
祉
課
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
地
域
福
祉
部
門
）
を
総

合
事
務
室
に
集
約
し
ま
す
。

　　
申
請
や
相
談
の
受
け
付
け
は
、

総
合
事
務
室
で
行
い
ま
す
。
事
務

室
内
に
は
、
申
請
や
手
続
き
に
必

要
な
住
民
票
、
税
証
明
な
ど
の
発

行
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
１
カ
所

で
皆
さ
ん
の
用
事
が
完
結
で
き
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

　
事
務
室
内
に
は
、
来
庁
者
が
速

や
か
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
総
合
受
付
を
設
置
。
利
用

サ
ー
ビ
ス
の
判
断
に
迷
う
人
や
支

援
が
必
要
な
人
な
ど
に
は
、
総
合

受
付
で
聞
き
取
り
を
行
い
、
担
当

窓
口
ま
で
案
内
し
ま
す
。
床
や
壁

に
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
示
す
動
線

を
表
示
し
た
り
窓
口
に
担
当
事
務

を
表
記
し
た
り
し
て
、
分
か
り
や

す
い
窓
口
案
内
を
心
掛
け
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
１
）

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
リ
ポ
ー
ト
①

ワンストップサービスの例

「高齢者支援関係」

そのほかに…
☆権利擁護、成年後見相談
☆老人クラブ加入
☆すこやか介護用品の支給
　　　などの手続きができます。

老人クラブ
活動

介護予防
教室

介護保険
認定申請

高齢者
生活相談高齢者配食

サービス申込

お出かけほっと
サロン申込

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

用
事
を
１
カ
所
で
完
結

総
合
窓
口
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

駐 車 場

三 番 通 り 　

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
新
有
終
会
館
は
、
現
在
着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
８
月
中
旬
に
は
施
設

の
愛
称
も
決
定
。
今
月
号
か
ら
拠
点
施
設
で
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
随
時
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
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相
馬
市
長
か
ら
要
請

　
６
月
７
、８
日
に
開
か
れ
た
全

国
市
長
会
の
場
で
、
岡
田
市
長
と

親
交
の
あ
る
相
馬
市
の
立
谷
秀
清

市
長
か
ら
直
接
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
内
の
農

業
関
係
団
体
に
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

団
体
・
個
人
か
ら
の
支
援

仮
設
の
被
災
者
へ

　
玄
米
は
、
農
業
生
産
組
合
12
組

合
と
認
定
農
業
者
20
人
、
市
民
16

人
か
ら
、
多
く
の
量
が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
震
災
後
３
カ
月
余
り
が
経
過
し

て
、
相
馬
市
で
は
仮
設
住
宅
が
整

い
、
約
１
�
０
０
０
世
帯
が
避
難

所
か
ら
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。
仮

設
住
宅
の
被
災
者
は
、
当
面
の
食

料
と
し
て
コ
メ
が
不
足
し
て
い

て
、
今
後
さ
ら
な
る
コ
メ
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

玄
米
と
と
も
に

復
旧
へ
の
思
い
も
伝
え
る

　
28
日
午
前
９
時
か
ら
の
出
発

式
で
、
岡
田
市
長
は「
収
穫
前
で

最
も
在
庫
の
少
な
い
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市
民
が

協
力
し
て
く
れ
た
。
福
島
の
人
々

に
、
玄
米
と
共
に
一
刻
も
早
い

復
旧
を
願
っ
て
い
る
市
民
の
思

い
も
伝
え
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
。
相
馬
市
長
へ
の
手
紙
を
派
遣

市
職
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

現地リポート
【市生活防災課の松川主査と小椋主査】

相
馬
市
へ
支
援
米
６
㌧
贈
る

相
馬
市
へ
支
援
米
６
㌧
贈
る

立谷相馬市長からのお礼状
　この度の東日本大震災から復興途上にある当
市に対し、皆様の温かいお気持ちによる兵糧米
を仮設住宅生活への支援を賜りました。
　市長様はじめ大野市民の皆様及び農業関連団
体の皆様の御厚情に心より感謝申し上げます。

農
業
団
体
な
ど
が
温
か
い
協
力

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
相
馬
市

の
要
請
を
受
け
て
市
で
は
６
月
28
日
、
大
野
産
の
玄
米
６
㌧

を
相
馬
市
に
贈
り
ま
し
た
。
玄
米
は
市
内
の
農
業
関
係
団
体

な
ど
か
ら
募
り
、
相
馬
市
の
低
温
倉
庫
に
搬
送
し
ま
し
た
。

 ６月28日の午後６時に現地へ到着して玄米を倉庫に
降ろした後、津波で被害を受けた地区を見ました。沿
岸部の田園地帯で、震災後まったく手つかずの状態で
した。現地の人に話を聞くと、その地区は、ほ場整備
が終わって「さあこれから農業をがんばろう」と思った
矢先、津波によって全てを失ってしまったそうです。
 翌29日、相馬市役所を訪問しました。市職員に話を
聞いたところ「事態が大きすぎて人生観が変わった。ゼ
ロからのスタートです。相馬市民が新しい人生設計を
組めるよう支援していきたい」と話していたことが、印
象的でした。
 相馬市の防災計画では、津波が内陸へ入ってくる最
長の想定距離は、１㌔でした。しかし今回は最長４㌔
まで津波に襲われ、大きな被害を受けたそうです。
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日
時
　
８
月
21
日
日
午
前
８
時
～

　
11
時
（
少
雨
決
行
）

場
所
　
昇
竜
ま
い
た
け
工
場
跡
地

　
と
そ
の
周
辺
（
朝
日
）

　
訓
練
を
見
学
し
、
多
発
す
る
自

然
災
害
に
備
え
て
、
市
・
市
民
全

体
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
　
生
活
防
災
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２)

　
市
で
は
、
次
に
該
当
す
る
市
民

を
対
象
に
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん
、

肝
炎
検
査
を
無
料
で
受
診
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
か
ら
対
象
者

に
送
り
ま
し
た
。

　
現
在
日
本
で
は
、
３
人
に
１
人

が
、が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

無
症
状
の
内
に
が
ん
を
早
期
発
見

し
、治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
覚
症
状
が
無
い
人
こ
そ
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
年
齢
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日
時
点
で
、
次
の
年
齢
に
達
す

る
人
で
す
。

子
宮
が
ん
　
21
歳
、
26
歳
、
31
歳
、

　
36
歳
、
41
歳
の
女
性

乳
が
ん
　
41
歳
、
46
歳
、
51
歳
、

　
56
歳
、
61
歳
の
女
性

肝
炎
検
査
　
41
歳
、
46
歳
、
51
歳
、

　
56
歳
、
61
歳
の
人

　
対
象
者
で
手
元
に
届
い
て
い
な

い
人
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
市
が
公
民
館

な
ど
で
行
う
集
団
健
診
か
、
指
定

の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
に

利
用
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
。

肝
炎
検
査
は
、
集
団
健
診
の
み
で

利
用
可
能
で
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
と
同
封
の
チ
ラ
シ

に
書
い
て
あ
る
集
団
健
診
日
か
、

指
定
の
医
療
機
関
で
都
合
の
良
い

日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
肝
炎
検
査
で
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
は
、
ク
ー
ポ
ン
対
象
年
齢

に
関
係
な
く
、
市
内
医
療
機
関
や

県
の
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
毎
月
第
１
、３
火
の
午
前
９
時
～

11
時
）で
も
、
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受
け

　
た
こ
と
の
あ
る
人
、
長
期
に
わ

　
た
り
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る

　
人
、
過
去
に
健
診
で
肝
機
能
の

　
異
常
を
指
摘
さ
れ
、
検
査
を
受

　
け
て
い
な
い
人
な
ど

※
市
内
医
療
機
関
　

　
尾
崎
病
院
、
高
井
医
院
、
弘
川

　
医
院
、
広
瀬
病
院
、
松
田
医
院
、

　
薬
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
安
間
整
形

　
外
科
医
院
、
山
川
医
院
、
渡
辺

　
医
院

問
　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
☎
65
・
７
３
３
３)

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
よ
う

対
象
者
は
必
ず
受
診
を

８月21日
地震発生を想定

市総合防災訓練

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
と
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
毎
年
訓
練
会
場
を
変
え
て
、
実
践
的
な

総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
自
然

災
害
に
備
え
、
防
災
関
係
機
関
が
協
力
し
て
迅
速
・

的
確
な
応
急
対
策
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
、
市
民
の

防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

○住民と自主防災組織
　住民避難訓練、初期消火と放水訓練、炊き出
　しと配食訓練など
○市
　災害対策本部設置と運営訓練、情報伝達訓練、
　応急給水訓練、要援護者支援訓練など
○市消防本部、消防団、市医師会
　車両救出訓練、応急救護所設置と運営訓練、
　避難誘導訓練など
○大野警察署
　避難誘導訓練、防犯パトロール訓練など
○奥越土木事務所
　情報伝達訓練、被害状況パトロールなど
○関係機関、団体（６団体）
　ボランティアセンター設置と運営訓練、電力
　復旧作業訓練など
○災害協定団体（６団体）
　ライフライン復旧作業、障害物除去、避難所
　開設など
○郡上市からの緊急物資輸送訓練

主 訓 内な 練 容

乳がん検診無料クーポン券の見本
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相
談
コ
ー
ナ
ー
で

チ
ュ
ー
ナ
ー
申
込
を
受
付

　
総
務
省
の
地
デ
ジ
チ
�
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
済

的
な
理
由
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
視
聴
で
き
な
い
世
帯
に
つ
い

て
、
簡
易
な
地
デ
ジ
チ
�
ー
ナ
ー

の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
デ
ジ
サ
ポ
福
井
で
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
臨
時
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。
各

相
談
や
地
デ
ジ
チ
�
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付
の
申
し
込
み
な
ど
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
チ
�
ー
ナ
ー
の
申
し
込
み
は
所

定
の
申
込
書
と
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
本
人
と
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
書
が
あ
れ

ば
、
そ
の
場
で
チ
�
ー
ナ
ー
を
受

け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
非
課

税
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
に
つ

い
て
は
、
後
日
、
送
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
を
郵
送
す
る
ま
で

は
、
チ
�
ー
ナ
ー
は
貸
与
扱
い
と

な
り
ま
す
。
必
ず
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま

　
だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
で
、
市

　
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

支
援
内
容
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
対
応
チ
�
ー
ナ
ー
の
給
付
（
自

　
分
で
設
置
が
必
要
）

申
込
書
の
入
手
先
　
総
務
省
地
デ

　
ジ
チ
�
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

　
タ
ー
へ
送
付
を
依
頼
す
る
か
、

　
市
情
報
広
報
課
に
取
り
に
来
て

　
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料

　
が
全
額
免
除
の
世
帯
な
ど
に
つ

　
い
て
も
、
別
途
チ
�
ー
ナ
ー
支

　
援
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

開
催
は
月
・
水
・
金
・
日

　
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
デ

ジ
サ
ポ
福
井
の
職
員
と
地
デ
ジ
化

協
力
電
気
店
の
店
員
が
、
８
月
26

日
ま
で
、
受
信
相
談
な
ど
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

日
程
　
８
月
26
日
ま
で
の
⺼
・
氺
・

　
㊎
・
日

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
シ
�
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　「
Ｖ
ｉ
Ｏ
」

問
　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
�
ー
ナ
ー 

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
３
３
８
４
０
）

　
デ
ジ
サ
ポ
福
井

（
☎
０
７
７
６
・
31
・
０
１
０
１
）

　
情
報
広
報
課
情
報
管
理
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
４
３
）

　

７
月
24
日
、
地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と

移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ

レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
無
い
と
、
地
上
テ
レ
ビ
放
送
が
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
市
内
で
開
か
れ
る
地
デ
ジ
の
臨
時
相

談
は
、
８
月
が
最
後
で
す
。
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
の
人
は
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　絶滅したと考えられていた「クニマス」を発見し、注目を集めて
いるさかなクンを講師に迎え、講演会を開きます。未来を担う子
どもたちが、自然や環境に興味を抱ける内容です。

日時　９月25日日午後１時30分～３時
場所　文化会館
対象　市民（講演内容は小学生向け）
定員　620人（先着）
入場料　無料
応募方法　市環境衛生課で整理券を配布　
　（電話申込不可）
応募期間　８月22日月～（受付時間は午前
　８時30分～午後５時30分、土日祝日を
　除く）
問　環境衛生課環境衛生係（☎66・1111内線541）

さかなクン講演会
越前おおの環境塾 特別講座

８月で終了

地
デ
ジ
の
臨
時
相
談

Ｖ
io
で
26
日
ま
で
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採
用
予
定
人
員

▼
事
務
　
５
人
程
度
（
う
ち
身
体

障
害
者
対
象
１
人
程
度
）

▼
技
術
（
土
木
ま
た
は
建
築
）
　

１
人
程
度

▼
保
健
師
　
１
人
程
度

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学

　
力
が
あ
る
次
の
人
（
日
本
国
籍

　
が
な
く
て
も
可)

事
務
と
技
術

　
は
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
。
保
健
師
は
、
昭
和

　
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
、
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て

　
い
る
か
、
平
成
24
年
３
月
31
日

　
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

※
身
体
障
害
者
対
象
の
区
分
で
の

受
験
希
望
者
は
、
さ
ら
に
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

▼
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に

定
め
る
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に

対
応
で
き
る
▼
介
助
者
無
し
で
受

験
や
通
勤
、
職
務
が
遂
行
で
き
る

試
験
日
時
・
会
場

︻
一
次
︼
９
月
18
日
日
午
前
９
時

～
正
午
・
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(

教
養
試
験
・
適
性
検
査)

︻
二
次
︼
10
月
30
日
日(

作
文
試

験
・
口
述
試
験)

申
込
受
付
期
間
　
８
月
１
日
⺼
～

　
22
日
⺼(

当
日
消
印
有
効)

申
込
書
の
請
求
方
法
　
直
接
ま
た

　
は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

　
は
封
筒
の
表
に「
一
般
職（
○

　
○
）試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

　
き
し
、
あ
て
先
が
分
か
る
も
の

　
と
１
２
０
円
切
手
を
添
え
て

　
送
付

※
カ
ッ
コ
内
の
○
○
に
は
事
務
、

技
術
、
保
健
師
の
い
ず
れ
か
を

明
記

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
、
写
真
を
貼て

ん

付ぷ

し
て

　
持
参
か
送
付

問
　
総
務
課
職
員
係

　
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６

　
大
野
市
天
神
町
１
ー
１

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１)

採
用
予
定
人
員
　
１
人
程
度

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学

　
力
が
あ
り
、
昭
和
61
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
（
日
本
国
籍

　
を
持
つ
人
に
限
る
）

試
験
日
程
・
会
場

︻
一
次
︼
９
月
18
日
日
午
前
９
時

～
正
午
・
消
防
本
部(

教
養
試

験
・
適
性
検
査
）
、午
後
１
時
～

４
時
・
消
防
本
部
（
体
力
試
験)

︻
二
次
︼
10
月
30
日
日
（
作
文
試

験
・
口
述
試
験
）

申
込
受
付
期
間
　
８
月
１
日
⺼
～

　
22
日
⺼(

当
日
消
印
有
効)

申
込
書
の
請
求
方
法
　
一
般
職
と

　
同
様
。
郵
便
の
場
合
は
封
筒
の

　
表
に「
消
防
職
試
験
申
込
書
請

　
求
」と
朱
書
き

申
込
方
法
　
一
般
職
と
同
様

問
　
消
防
本
部
総
務
課

　
〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　
大
野
市
天
神
町
７
ー
14

　
（
☎
66
・
０
１
１
９)

平
成
24
年
４
月
採
用　

職
員
募
集

消
防
職

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
申
込
書
の
入
手
や
受
験

申
込
が
可
能
で
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

一
般
職

第44回おおの城まつり

　おおの城まつりの詳しい内容は、全戸配布物のチラシで
確認してください。
問　おおの城まつり実行委員会（大野商工会議所内）
　　（☎66・1230）

◆13日

◆14日

◆15.16日

約4,700発の花火が夜空を明るく染め上げます

大花火大会（予備日：14日）
場所　真名川憩いの島

中学生みこし・ダンスパフォーマンス
場所　六間通り

越前おおのおどり、昭和レトロ屋台村
場所　六間通り、越前おおの結ステーション

８月13日土～16日火期間

内容
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特別会計

企業会計
　民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする
会計です。本市の場合、水道事業が該当します。

　特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかに
するために設けられている会計です。

事　業　名 予算現額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 399,528 399,724 375,501
和 泉 診 療 所 10,747 10,096 10,096
老 人 保 健 276 145 145
後 期 高 齢 者 医 療 37,272 36,367 36,318
介 護 保 険 338,979 324,247 328,987
簡 易 水 道 19,249 17,817 14,967
農 業 集 落 排 水 38,922 33,015 30,367
下 水 道 147,377 130,678 130,568

合　　　計 992,350 952,089 926,949

収　支　別 収　　　入 支　　　出
予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

収 益 的 収 支 12,726 11,947 12,726 11,892
資 本 的 収 支 718 1,563 4,059 3,609

※平成23年３月末現在の人口（36,972人）と世帯数（12,035世帯）で計算※市民税は法人税を含む

（単位：万円）

（単位：万円）

市税の内訳 基金・市債・市税負担の各状況

市 民 税 15億7914万円
固 定 資 産 税 19億6266万円
軽 自 動 車 税 8629万円
た ば こ 税 １億7859万円
入 湯 税 717万円
都 市 計 画 税 １億2899万円

市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 現在高 79億8734万円 21万6038円 66万3676円

市債（借金） 現在高 128億4852万円 34万7520円 106万7596円

市税負担 決算額 39億4284万円 10万6644円 32万7615円

ふるさと納税のご案内 あなたの「ふるさと納税」で
　　越前おおのを元気なまちに

　平成22年度は、国の

経済・雇用対策による

「臨時交付金等」により、

一般会計の決算額は平

成21年度と比較し、約

４億円増えたよ。その

お金などを活用して、

施設整備などが実施で

きたよ。

　ふるさと納税は、ふるさとを離れて生活している人が、
ふるさとの県や市町村に寄付をすると、住民税などが軽減
される制度です。“ふるさとを応援したい”“ふるさとのた
めに役に立ちたい”という皆さんの思いを形にすることが
できます。
　寄付をする場合には、所定の寄付申出書に必要事項を記
入して、郵便かファクス、Ｅメールでブランド推進室へ申
し込んでください。市ホームページにある電子申請システ
ム「ふくｅ－ねっと」から、インターネットを利用して申し
込むこともできます。
◯昨年度は総額約330万円
　市では、市外在住の本市出身者などへ積極的に呼び掛けを
行っています。市民の皆さんも、市外在住の大野を応援して
くれる知人への呼び掛けをお願いします。ふるさと納税によ

る応援をお待ちしています。
　平成22年度に、全国各地
から寄せられた寄付は、40
件で282万5000円でした。
県寄付共同受入窓口からも
10件で46万円の受け入れが
あり、寄付金の総額は328万5000円となりました。大野市
へのご支援に心からお礼申し上げます。
　この貴重な寄付金は、「元気な大野」を実現するため「社
会福祉事業充実基金」に積み立て、保健・医療・福祉サー
ビス拠点施設整備事業の財源として、大切に使わせていた
だきます。
問　行政戦略課ブランド推進室
　　（☎66・1111 内線435 FAX65・8371）

整備が進む拠点施設
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市の財政状況
　平成22年度の決算がまとまりました。一人一人の暮らしと密接に関係する「市の財政」。

納めた税金の使われ方や基金・市債などの概要をお知らせします。

歳入 予算現額 収入済額 収入割合

市　税 390,133 394,284 20.5㌫

地方譲与税など 69,647 69,647 3.6㌫

地方交付税 660,665 660,665 34.4㌫

分担金および負担金 32,250 32,130 1.7㌫

使用料および手数料 16,532 16,384 0.9㌫

国・県支出金 508,503 467,905 24.4㌫

財産収入 18,634 17,855 0.9㌫

寄附金 933 897 0.0㌫

繰入金 39,617 19,570 1.0㌫

繰越金 70,554 70,554 3.7㌫

諸収入 47,524 47,804 2.5㌫

市債 172,900 123,390 6.4㌫

合　計 2,027,892 1,921,085

（単位：万円）

歳出 予算現額 支出済額 支出割合

人件費 349,031 340,694 18.4㌫

物件費 281,710 254,805 13.7㌫

維持補修費 75,057 71,422 3.9㌫

扶助費 258,742 253,719 13.7㌫

補助費等 163,396 156,960 8.5㌫

普通建設事業 374,569 255,622 13.9㌫

災害復旧事業 1,620 671 0.0㌫

公債費 164,274 164,093 8.9㌫

積立金 161,517 161,029 8.7㌫

出資金貸付金 20,210 20,210 1.1㌫

繰出金 176,766 169,259 9.2㌫

予備費 1,000 0 0.0㌫

合　計 2,027,892 1,848,484

（単位：万円）

一般会計 【収入（歳入）と支出（歳出）の内訳】

一般会計決算額を「年収300万円の世帯」の家計簿に例えてみると・・・

　歳入総額は、192億1085万円で前年度と比べて2.2㌫（４億1914万円）の増となりました。歳入のうち最も大き

なものが地方交付税（66億665万円）で、全体の34.4㌫を占めています。自主財源の中心である市民税や固定資産

税などの市税は、39億4284万円で全体の20.5㌫でした。

　歳出総額は、184億8484万円で、前年度と比べて2.2㌫（３億9867万円）の増となりました。

※300万円－289万円＝11万円は、来年度に繰り越し

収入合計……………………………………300万円

決算上の区分 金　額

給 料

パ ー ト 収 入

入学祝やせん別

親 か ら の 援 助

貯金の取り崩し

前年度に余ったお金

新 た な ロ ー ン

市 税

地方譲与税など

繰 入 金

繰 越 金

市 債

使用料、負担金
財産収入など

地 方 交 付 税 、
国 県 支 出 金

62万円

18万円

11万円

176万円

3万円

11万円

19万円

収入

支出合計……………………………………289万円

決算上の区分 金　額

食 糧 費

仕 送 り

光 熱 水 費
日 用 品 代
医 療 費
保 険 料

人 件 費

扶 助 費

小 遣 い
冠 婚 葬 祭 補 助 費 な ど

リ フ ォ ー ム や
車 購 入

出資・貸付・繰出金

貯 金 積 立 金

ロ ー ン の 返 済 公 債 費

物 件 費

維 持 補 修 費
普通建設事業費

53万円

40万円

40万円

25万円

50万円

26万円

25万円

30万円

支出
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